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伊勢鳥羽志摩 『メディタ…テイメン ト』

観光地プロジェクト

株式会社アーリー バード代表取締役 三 田 秦 久

■取り組みの名称

●イリl勢鳥羽志摩 「メディターテイメント』観光地

プロジェクト

Xメ ディターテイメント=メ ディカル+

エンターテイメントの造語

■推進主体 ・推進体市1

0 F伊勢鳥羽志摩健康サービス推進協議会』及び

その傘 卜の 「ll勢鳥羽志摩交流フロントコン

ツーシアムJ

I勢 ヽll,よ摩健康サービス11進協議会
1lt t l,:′|、v、v、v kCl uヽ kyOc(,il1/

■事業費

0当 呼
'業
に対 して、平成18イド度の経イtは1580万

円で、その上な内訳は以 下の

'Ш

りである.

着地型旅行代理店による受入態勢柑架に約

300フア |

モニターツアー参加者募集のItt■促進■に約

130万 1

地域観光事業者に対する教育研修費に約2,)

万円

透析施設と宿泊施設とを同時に予約できるシ

ステム (バリハク)構 築貨に約1∞0万円

■補助金 助成金

●経済産業省より、夕i勢烏羽志摩交流フロントコ

ンツーシアムが平成18年度 「サービス産業倉」出

支援事業J(観 光 集客交流サービス)の 委託

を受けた.

■取り組みのきっかけ

●三■県では、平成14年よリメディカルバレープ

ロジェクト構想が始まつている。同構想は、県

内で医療、健康、福祉の3分 野の事業を集積的

に発展させることを目指して始まっており、集

積171点として、医療分野はイル賀地域、福祉分野

は中勢地域が集積地候補となっていた。しかし、

健康分野に関しては集積地候lllがなかった。そ

こで、ll勢鳥羽志摩地域が健康の集積地として

名来りを上げ、平成16年4月 、そのlll進1:体と

して,I勢島羽志摩健康サービス推進協議会 (以

ド1健推協J)力{発足した.

0伊 勢鳴オオ志摩を健康分野の集積地とすべく、体

ll協は活動を

`‖

始した,戦 1/k最初に「立公障と

して認定された,I勢よ摩 可

'公

日という「観光」

のメッカと、「健ЬにJの 集積地を融合させるキー

ワー ドとして、いつしか 艇 康ツーリズムJと

いう :業 を意 ttするようになっていた。

●伊勢鳥羽志摩は、llt“ヽい人気を誇る観光地であ

るが、夕1勢神|:への依存度が・lく、新しい観光

価1れを見出せてない 、来訪者数は減少llll向に

あった。そのような,や兄卜において新たなイJ加

価1貰として健康ツーリズムに■目した。l ll気を

持つ方に優 しい観光地になることができれば

その予lm●または健康な方にも優 しい観光地に

なることができる.つ まり、万人に優 しい観光

地に繋がる取 り組みになると孝えた次第であ

る.

・健推

`が

健康ツーリズムに取 り組む最初のきっ

かけとして、透析を選んだ。その理由は、健推

協会員に透析者と、透析に詳しい専門家がおり、

透析者が旅行時に抱える問題点について詳しく

知っていたことである。透析者は基本的に2日

に 1回、約 4時 間の人 :透析を受けなければな

らない. 1泊 21で あればlll能であるが、 2'白

3日 以 「の場合には旅先で人■透析を受けなけ

ればならない.し かし、透析者にとっては透析
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施設を変える不安があるため、出張など不可避

な場合をrlき、観光目的の旅行では1'自2日 の

範囲に抑えているのが現状である。透析者の

方々に、透析施設を変える不安なく、また透析

者向けに配慮されたコース設計と食事を伊勢鳥

羽志摩で楽しんで頂きたいと考えたのが、健推

陽が健康ツーリズムとして旅行透析ツアーに取

り組むことになったきつかけである.

0平 成17年度に経済産業省のサービス産業倉IJl文

援事業の調査事業の委言tを受け、翌18年度には

同事業の基盤強化事業の委言tを受けることに

よって 取り悧[みは本格化した.

口事業理念と基本方針

(事業の理念)

0伊勢鳥羽志摩に健康ツーリズムという新しいli

値をll加し、地域の米幹

“

業である観光の活性

化を通じて、地域経済の活性化に貢献する。

(事業の基本方針)

0イ,1勢喘羽志摩の既存の健康ツーリズム (旅行透

析ツアー、ウエルネスの旅、グルメデイカルツ

アー、ハイテク温泉健康塾など)の 迎

“'を

図る

ことにより、健康ツーリズムをイア勢,も羽志摩の

新たな付加価lHとする。

・llk存の健康ツーリズムに加え、新たなツア
ーメ

ニューを開発することによって、伊勢鳥羽志摩

における健康ツーリズムブランドを一層強化す

る。

日事業の展開

プログラムー1:「旅行透析ツアー』

(特 徴)

・食事等に関して透析者対応できるホテル 旅館

と 透析施設をワンストップで手百じ

●ツアー期l・11の 全食事メニューのカロリー、栄

養価などを透析者に合わせて設計

0透析者の体調に画し慮し、ゆったりとしたコース

言費言「

0透析者が人 L透析を受けている間の「1伴者のた

めのオプシヨンツアー

(ターゲツトとした年齢層)

011齢 でタータツト設定しているわけではない

力■ 「旅行可能な透析者』力'ターゲ
ツトとなる

ので、結果的に50歳代、60歳代がターゲツトと

なっている.
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旅行透析プログラム
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旅行途析モニターツアーの NHK取 材風景

・
嬌

警

警

・

，
饉

饉
〓
艤

旅行透新モニターツアーのヒアリング風景

海女小屋での食事鳳■

(連携の方法)

0地 域の透析クリニックとは、透析者受け入れ、

ltlかり付けの透析病院との透析条件のやり取り

において連携

・地域のホテル 旅館とは、透析食を提供するこ

とにおいて連携し、その準備として透析食に関

する講習会などに参加頂いた

(PRの進め方)

●透析者の今回組織である今回腎臓病協議会の

ネットワークを利用してPR

。透析施設を持つ病院を通じて透析者にPR

(旅行商品化への取り組み)

●平成19年 1月 にモニターツアーを実施

・手配型旅行は随時募集 liで、実績あり

。平成20年4月 6日 (日)～ 7日 (月)に 1,向2

日 (現地透析なし、食事とコース設計の配慮の

み)の 旅行透析を企
"|

・秋の行楽シーズンに2,自3H型 のrFK行商品を企

画予定

プログラムー2:『 ウェルネスの旅』

●以下の Fウェルネスの旅』は、健推協が推進主

体ではなく、島の旅社と二重大学が推進したも

のであるが、健推協のメンバーである株式会社

伊勢志摩ツアーズ、株式会社アーリー バード

(いとしの旅舎)が 関与しており、現在、連携

を深めているので、合わせて紹介したい。

i`“  十1"

壼 摯 瞥 ■ ==繭 燿 鵞 鐵 艤 爾

旅行透析旅行商品リーフレット
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(特 徴)

。糖尿病患者を対象としたツアー

●ツアー期FFl中の全食事メニューのカロリー、栄

養価などを糖尿病思者に合わせて計算

●血精値を下げるためにウォーキングを取り入れ

たコース設計

●二重大学の管理栄養■、体育教員、医師が同行

し、それぞれ食事療法、運動療法、病気に関す

る知識についてツアー中にセミナーを実施

(ターゲットとした年齢層)

●当初、日塊1町代を対象としていたが、徐々に対

象が糖尿病患者からその予備軍、そして健康に

関心の高い方へと拡大するに伴い、年齢層が低

下し、30歳代から70歳代までの幅広い年船層と

なった。

(連携の方法)

・ツアー募集に際しては、健推協会員の株式会社

,}勢志摩ツアーズが旅行代理店として連携し

た。

●今後のツアー募集に関しても、健推協会員の株

式会社アーリー パード (いとしの旅舎)が 旅

行代理店として連携する。

(PRの進め方)

0糖尿病患者を診察する病院を通じてPR

O企業の健康保険組合を通じてPR

●糖尿病患者の全国組織である日本糖尿病協会を

通じてPR

(旅行商品化への取り組み)

0過去6回実施したが、二重県や二重大学の補助

金を受けていた。

●平成20年5月30日 (金)～ 6月 1日 (日)の 3

日間に、 1,自 2日 、 2泊 3日 計 4コ ースを織り

交ぜたツアーを/1‐画し、募集中である。このツ

アーでは、補助金への依存をなくし、商業ベー

スに乗せることを目指している。

■今後の課題と展開方法

●伊勢志摩には、上記 「旅行透析』『ウェルネス

の旅』以外にも、C型肝炎患者を対象とした Iグ

ルメディカルッアー」、温泉資源を利′口した 『ハ

イテク温泉健康塾」などの健康ツーリズムがあ

る。しかし、各lL進主体間の連携は希薄であっ

た。そのいずれにも二重大学が産官学連携の一

環として関与しているので、二重大学を起点と

して、募集旅行代理店を共通にすることによっ

て 『旅行透析」と 『ウェルネスの旅』の連携が

始まった。

●各健康ツーリズムは、各対象者にとってはリト常

に価rlの高いツアーを提Jtしている。「旅行透

析」は透析者を、「ウェルネスの旅」は糖尿病llt

者を、『グルメディカルツアー』はC型 肝炎息

者を対象としたツアーである。この3つが連携

することによって幅広いターグットを対象とし

た健康ツーリズムとなる。特に 「ウェルネスの

旅」は糖尿病患者対象のツアーから一般の方も

対象とした健康ツアーに変わりつつあるので、

ますますターゲットは拡大していると言える。

●これらの各健康ツーリズムの足並みを揃え、伊

勢鳥羽志摩のRII光地としての新しい付加価値と

するために統一プランド、または統 されたイ

メージで提供することが今後の課題となる。そ

れによって、ノウハウを共有して各健康ツーリ

ズムの付加価値を高めたり、広告宣伝費などの

販売促進経費をシェアしたりすることが可能と

なる。
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【伊勢鳥羽志摩】
。県内―の観光地である伊勢市 鳥羽市 志摩市など

からなる伊勢志摩t域 は 伊勢神宮に代表される歴

史 文化資源 鳥羽水族館や志摩スペイン村といつ

た観光施設、伊勢志摩国立公園の自然環境といつた

豊かな観光資源を有している。こういつた資源に加

えて 温暖な気候と名古屋 大阪からの交通アクセ

スの良さも手伝つて この地域は二重県におナる観

光の中心地域として発展してきた。また江戸時代以

降の 「お伊勢参り」は日本人にとつて旅の原点でも

あると言われ 古くから旅人を受け容rlる土地とし

ての歴史を有する地域でもある.

・伊勢 鳥羽 志摩エリアの最も人気の高い観光施設

等とその観光入込客数として 伊勢では伊勢神宮(内

富 外宮)が 約629万 人 志摩では志摩スペイン

村が約160万 人 鳥羽では鳥羽水族館が約94万 人

となつている (平成18年)。

・伊勢志摩地域を訪れる観光客の宿泊地調査では 鳥

羽で45%、 志摩で19% 伊勢で11%を 占める。

【伊勢市】

。伊勢は元来、伊勢神宮の門前町として江戸時代から

発展した都市で「神都Jの果名を持つ。2006年 (平

成
'フ
年)11月 、伊勢市 二見町 小俣町 御薗村

の新設合併により、現在の伊勢市が発足した。

●総面積208 53km'、 中心市街地は伊勁神宮 外宮

(豊受太神富)の 周辺に形成されている.市 街地夕ヽ

れの森に伊勢神宮 内富 (皇大神富)が 位置し、人

口は134973人 (平成1フ年国勢調査)。

●伊勢神宮内宮の円前町 「おはらい町」にある 「おか

げ横丁」は 伊勢名物 「赤福」が1990年 に整備し

た複合商業施設。全43店 舗が並び 江戸から明治

にかけての伊剪路の代表的な建築物が移築 再現さ

れている。昭和50年代 観光客が低迷 (年間20万

人)していた 「おはらい町」だが 街■ltみ整備と 「お

かげ横町Jの 開業により、2000年 には年間300

万人の参拝客 観光客が訪れるようになつた。

【鳥羽市】

・鳥羽市は市域全体が伊勢志摩国立公園内の志摩半島

に属じ 海岸はリアス式海岸で温暖な気候に恵まれ

た牡蠣の養殖として有名な都市である.]977年 に

国際観光文化都市に指定された。人口2306フ 人

(平成17年 国勢調査)。

・鳥羽市 ま 離島や自然景観 漁村集落 海女 海水

浴場 真珠等の独特の地域資源や 200軒 を超え

る宿泊施設があり 伊勢志摩地域で随―の宿

'自

滞在

拠点を形成し 滞在力の強化によつて2006年 (平

成18年 )の 年間宿泊者数は約210万 人 過去5年

間で最高数となつた。

・鳥羽市は伊勢神富参拝や鳥羽 志摩地域の景勝観光

の宿泊滞在拠点としての役割を担つている。国内外

の要人が宿泊する高級ホテルから学生の節約旅行に

も対応する低廉な宿 また高齢者や障害者に酉己慮し

たバリアフリー対応の客室を備えた宿等 漁村集落

と一体になつた多種多様な宿泊施設を有する。鳥羽

水族館やミキモト真珠島といつた観光施設や多数の

宿泊施設 (2]6軒 、収容人数18807人 )が 営ま

れる。

【志摩市】
●志摩市は2004年 10月 に 5町 が合併 した人口

60691人 (平成18年 4月 )の 市である。市域全

体が伊勢志摩国立公園に含まれ 英虜湾、的矢湾な

どのリアス式海岸が特徴で大小の島々も点在する自

然豊かな地域である。

●昭和に入リ リツート開発が進められた賢島は、大

型ホテルの建設 企業等の保養施設が多数設けられ、

志摩地方は人気の高い観光地 保奏地となつた。

●真珠養殖が盛んで ふぐ あわび {摯 海老 牡蠣

などの海産資源も豊富である。志摩観光ホテルなど

の宿,自施設が市内随所にあり 鳥羽市と並8 伊ヽ剪志

摩観光の宿泊地である。志摩スペイン村、合歓のlll

志摩マリンランドなどの観光施設があり 全米女子

フロ」ルフ協会公式戦ミズノクラシックが開催され

る近鉄賢島カンツリークラブなどゴルフ場も多い.
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